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韓
国
の
医
療
保
険
─
制
度
の
沿
革
と
問
題
点

●
は
じ
め
に

「
先
成
長
・
後
分
配
」
の
政
策
を
と
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
る
過
去
の
軍

事
政
権
に
も
社
会
保
障
を
整
備
す
る
志
向
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

一
九
六
一
年
五
月
、
朴
正
煕
が
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
政
権
を
握
っ

た
後
、
同
年
一
二
月
に
生
活
保
護
法
、
一
九
六
三
年
に
医
療
保
険
法
、
一

九
六
四
年
に
産
業
災
害
補
償
保
険
法
が
制
定
さ
れ
た
。
朴
正
煕
政
権
は
、

正
統
性
確
保
の
た
め
民
生
の
安
定
に
力
を
入
れ
る
こ
と
を
約
束
し
、
こ
う

し
た
一
連
の
社
会
保
障
関
連
法
の
制
定
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

制
度
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
層
は
公
務
員
や
軍
人
な
ど
、
政
権
に
忠
誠
を

誓
う
人
々
や
、
産
業
化
の
主
力
で
あ
っ
た
大
企
業
の
従
業
員
に
限
ら
れ
、

生
活
保
護
は
き
わ
め
て
不
十
分
な
制
度
で
あ
っ
た
。

大
統
領
直
接
選
挙
制
が
導
入
さ
れ
た
一
九
八
七
年
は
、
韓
国
の
民
主
化

の
転
機
と
な
っ
た
。
一
九
八
八
年
に
発
足
し
た
盧
泰
愚
政
権
は
過
去
の
軍

事
政
権
を
基
盤
と
し
て
い
た
が
、
過
去
の
政
権
に
比
べ
民
意
を
意
識
せ
ざ

分
析
リ
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ト

韓
国
の
医
療
保
険 

─
制
度
の
沿
革
と
問
題
点

現
在
、
韓
国
で
は
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
社
会
保
障
の
整
備
が
急
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
長

ら
く
「
先
成
長
・
後
分
配
」
の
経
済
・
社
会
政
策
を
と
っ
て
き
た
韓
国
で
は
、
社
会
保
障
は
軽
視
さ
れ
て
い
た
。

制
度
の
整
備
が
本
格
化
し
た
の
は
、
最
近
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
制
度
が
整
備
さ
れ
て
も
、
運
用
面
で
様
々
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
四
大
社
会
保
険
の
う
ち
、
最
も
早
く
制
度
が
整
備
さ
れ
た
医
療
保
険
を
取
り

上
げ
、
そ
の
沿
革
と
問
題
点
を
指
摘
し
て
み
た
い
。

石
崎
菜
生

る
を
え
ず
、
一
九
八
八
年
に
農
・
漁
村
地
域
に
医
療
保
険
を
実
施
し
た
の

も
、
国
会
選
挙
を
間
近
に
控
え
、
農
村
の
票
を
獲
得
す
る
こ
と
が
目
的
で

あ
っ
た
。

一
九
九
八
年
に
は
長
ら
く
民
主
化
運
動
に
携
わ
り
、
過
去
の
軍
事
政
権

に
反
対
し
て
き
た
金
大
中
が
大
統
領
に
就
任
し
た
。
金
大
中
政
権
は
一
九

九
九
年
に
国
民
皆
年
金
を
実
現
し
、
同
年
に
雇
用
保
険
、
二
○
○
○
年
に

産
業
災
害
補
償
保
険
（
労
災
）
の
対
象
者
を
全
事
業
所
に
拡
大
し
た
。
ま

た
、
既
存
の
生
活
保
護
法
に
代
わ
る
国
民
基
礎
生
活
保
障
法
の
実
施
（
二

○
○
○
年
）
に
よ
り
公
的
扶
助
を
充
実
さ
せ
た
。
一
連
の
政
策
の
背
景
に
、

一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に
よ
る
失
業
者
の
急
激
な
増
加
に
対
す

る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
整
備
の
必
要
性
が
あ
っ
た
こ
と

は
事
実
で
あ
る
が
、
社
会
保
障
の
充
実
を
求
め
る
市
民
団
体
の
圧
力
の
増

加
と
、
金
大
中
大
統
領
自
身
の
政
策
的
志
向
と
が
、
短
期
的
な
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
超
え
た
社
会
保
障
全
般
の
整
備
に
結
び
つ
い

た
と
い
え
よ
う
。
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二
○
○
三
年
に
大
統
領
に
就
任
し
た
盧
武
鉉
は
、
そ

の
政
権
基
盤
を
金
大
中
政
権
か
ら
受
け
継
ぎ
、
市
民
運

動
の
支
持
を
得
て
大
統
領
に
当
選
し
た
。
盧
武
鉉
政
権

も
ま
た
、
社
会
保
障
の
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
介

護
保
険
（
韓
国
で
は
「
老
人
ス
バ
ル
保
険
」
と
い
う
）

の
導
入
を
計
画
し
、
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

っ
て
い
る
。
盧
武
鉉
政
権
に
と
っ
て
、「
両
極
化
」
と

呼
ば
れ
る
貧
富
の
格
差
の
拡
大
と
、
急
速
に
進
む
少
子

高
齢
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
以

下
、
医
療
保
険
に
焦
点
を
絞
る
。

●
医
療
保
険
制
度
の
沿
革

韓
国
の
医
療
保
険
の
沿
革
は
表
１
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
六
三
年
の
導
入
当
初
は
任
意
適
用
方
式
で
あ
り
、

一
部
の
モ
デ
ル
事
業
だ
け
実
施
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
有

名
無
実
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
急
速
な
産
業
化
に
あ
ず

か
り
、
一
九
七
六
年
、
医
療
保
険
法
が
全
面
改
正
さ
れ
、

一
九
七
七
年
七
月
一
日
か
ら
五
○
○
人
以
上
の
事
業
所

を
対
象
と
し
て
強
制
適
用
の
医
療
保
険
が
実
施
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
医
療
保
険
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
の

は
一
九
六
三
年
で
は
な
く
、
一
九
七
七
年
と
し
た
ほ
う

が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
次
に
公
務
員
と
私
立
学
校
教

員
に
対
象
を
広
げ
、
カ
バ
ー
す
る
事
業
所
数
も
拡
大
し
、

自
営
業
者
も
包
含
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

皆
保
険
が
実
現
し
た
の
は
一
九
八
九
年
七
月
の
こ
と

で
あ
る
。
日
本
の
医
療
保
険
に
お
い
て
皆
保
険
が
実
現

し
た
の
は
一
九
六
一
年
で
あ
る
か
ら
、
韓
国
の
そ
れ
は

二
八
年
も
遅
い
。
と
は
い
え
、
韓
国
に
お
い
て
、
国
民

年
金
の
創
設
は
一
九
八
八
年
、
雇
用
保
険
の
導
入
は
一

九
九
五
年
、
産
業
災
害
補
償
保
険
の
対
象
が
全
事
業
所

に
拡
大
し
た
の
は
二
○
○
○
年
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に

鑑
み
れ
ば
、
韓
国
に
お
い
て
医
療
保
険
の
制
度
整
備
は
四
大
社
会
保
険
の

う
ち
最
も
早
く
な
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

医
療
保
険
と
健
康
保
険
と
い
う
言
葉
が
混
在
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

そ
れ
ま
で
法
律
で
医
療
保
険
法
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
た
の
が
、
一

九
九
九
年
に
制
定
さ
れ
た
法
律
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
法
と
い
う
言
葉

が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
病
気
に
か
か
っ
た
後
の
事
後
的
対
応
に
重

点
を
置
く
医
療
保
険
に
比
べ
、
健
康
保
険
に
は
健
康
診
断
な
ど
予
防
も
含

め
た
よ
り
統
合
的
な
対
応
、
と
い
う
意
味
合
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
国

民
健
康
保
険
法
の
制
定
以
後
、
韓
国
で
は
「
健
康
保
険
」
と
い
う
言
葉
が

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
が
、
本
稿
で
は
過
去
の
こ
と
も
分
析
の

対
象
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
日
本
で
は
一
般
名
詞
と
し
て
は
医
療
保
険
と

い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
基
本
的
に
は
「
医
療
保
険
」
と
い
う

用
語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
、
法
律
の
名
称
や
統
計
資
料
な
ど

に
は
「
健
康
保
険
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
、
文
脈
に
応
じ
て
適
宜
使
い
分

け
る
。

現
在
は
、
あ
ら
ゆ
る
国
民
が
国
民
健
康
保
険
と
「
医
療
給
与
」
に
よ
り

医
療
保
障
を
受
け
て
い
る
。
二
○
○
五
年
末
現
在
、
全
国
民
の
九
六
・
四

％
で
あ
る
四
七
三
九
万
人
が
国
民
健
康
保
険
制
度
の
適
用
を
受
け
て
お
り
、

残
り
の
三
・
六
％
で
あ
る
一
七
六
万
人
が
「
医
療
給
与
」
を
受
け
て
い
る
。

「
医
療
給
与
」
の
対
象
は
、
基
礎
生
活
保
障
対
象
者
、
国
家
有
功
者
な
ど

で
あ
る
。
主
と
し
て
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
医
療
扶
助
制
度
と
い
え
る
。

日
本
に
も
公
費
負
担
医
療
の
制
度
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
異
な
る
概
念
で

あ
る
。

日
本
の
国
民
健
康
保
険
は
、
被
用
者
保
険
の
適
用
を
受
け
な
い
農
林
水

産
業
の
従
事
者
や
自
営
業
者
、
小
規
模
事
業
所
の
被
用
者
、
無
職
の
者
等

を
被
保
険
者
と
し
、
疾
病
や
負
傷
な
ど
に
関
し
て
医
療
そ
の
他
の
保
険
給

付
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
制
度
を
指
す
が
、
現
在
の
韓
国
で
は
「
医

療
給
与
」
の
適
用
者
以
外
の
す
べ
て
の
国
民
を
国
民
健
康
保
険
の
適
用
対

象
と
し
て
い
る
。
両
国
の
制
度
が
異
な
る
た
め
、
紛
ら
わ
し
い
が
、
こ
こ

で
は
韓
国
の
文
脈
で
の
国
民
健
康
保
険
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
に
す
る
。

時期 内容

1963 年 12 月
1976 年 12 月
1977 年７月
1979 年１月
1981 年７月
1982 年７月
1988 年１月
1988 年７月
1989 年７月
1997 年 12 月
1998 年 10 月
1999 年２月
2000 年７月
2002 年 1 月
2003 年７月

医療保険法制定（300 人以上事業所組合任意設立）
医療保険法全文改正
500 人以上事業所勤労者医療保険実施（最初の強制適用）
公務員および私立学校教職員医療保険実施
地域医療保険１次モデル事業実施
地域医療保険２次モデル事業実施
農・漁村地域医療保険実施
５人以上事業所まで医療保険適用拡大
都市地域医療保険実施（制度導入後 12 年ぶりに全国民医療保険実施）
「国民医療保険法」制定・公布
１次医療保険組織統合（公務員・私立学校教職員医療保険および 227 の地域医療保険組合統合）→国民医療保険管理公団業務開始
「国民健康保険法」制定・公布
医療保険組織完全統合（国民医療保険管理公団および 139 の職場組合統合）→国民健康保険公団および健康保険審査評価院業務開始
「国民健康保険財政健全化特別法」制定・施行（健康保険政策審議委員会設置、保険財政に対する政府支援率明示）
職場・地域加入者財政統合運営

表１　韓国の医療保険制度の沿革

（出所）参考文献⑤および⑭より筆者作成。
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●
医
療
保
険
の
統
合
の
経
緯

韓
国
の
医
療
保
険
は
日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
制
度
を
参
考
に
作
ら
れ
た

た
め
、
当
初
は
組
合
方
式
を
と
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
多
数
の
組
合
を
統

合
し
、
保
険
者
（
保
険
を
引
き
受
け
る
団
体
）
を
単
一
に
す
る
改
革
を
行

っ
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
も
組
合
方
式
を
と
り
、
多
数
の
保
険
者
が
存
在

す
る
日
本
と
は
異
な
る
シ
ス
テ
ム
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。

統
合
の
論
議
は
一
九
八
○
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
韓
国
で
統
合
が
提
起
さ

れ
た
背
景
に
は
、
一
つ
は
イ
タ
リ
ア
が
一
九
七
八
年
に
、
組
合
方
式
に
よ

り
運
営
し
て
い
た
社
会
保
険
制
度
か
ら
単
一
化
し
た
国
営
医
療
制
度

（N
ational H

ealth Service

＝
Ｎ
Ｈ
Ｓ
）へ
の
法
制
定
を
行
っ
た
の
に
続
き
、

ギ
リ
シ
ャ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
ど
が
同
様
な
方
法
で
改
革
を
行

っ
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
日
本
で
の
医
療
保
険
の
一
元
化
を
主
張
す
る
論

議
が
韓
国
に
流
入
し
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。

韓
国
に
お
け
る
統
合
論
争
は
三
次
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
論
争
の
時

期
に
よ
っ
て
「
統
合
」
の
意
味
す
る
も
の
は
異
な
る
。
第
一
次
論
争
は
一

九
八
○
年
か
ら
八
三
年
の
間
に
行
わ
れ
た
。
ま
だ
皆
保
険
達
成
前
の
時
期

で
あ
り
、
地
域
医
療
保
険
は
一
部
の
モ
デ
ル
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
た
に

す
ぎ
な
か
っ
た
た
め
、「
統
合
」
と
い
う
言
葉
は
「
職
場
医
療
保
険
と
公

務
員
・
私
立
学
校
教
職
員
医
療
保
険
の
統
合
」
を
意
味
し
て
い
た
。
議
論

の
中
心
は
い
か
に
し
て
医
療
保
険
を
地
域
住
民
に
ま
で
拡
大
す
る
か
と
い

う
点
に
あ
り
、
そ
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
財
政
的
に
健
全
な
職
場
組
合

に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
積
立
金
を
使
用
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

第
二
次
論
争
は
一
九
八
六
年
か
ら
八
九
年
に
か
け
て
起
こ
っ
た
。
保
健

社
会
部
（
保
健
福
祉
部
の
前
身
、
日
本
の
旧
厚
生
省
に
あ
た
る
）
は
、
一

九
八
八
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
農
漁
村
地
域
医
療
保
険
と
八
九
年
か
ら
実
施

さ
れ
た
都
市
地
域
医
療
保
険
に
つ
い
て
、
組
合
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
を

決
め
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
も
統
合
派
と
組
合
派
の
論
争
が
起
き
た
。
経

営
者
総
協
会
、
保
健
社
会
部
、
大
統
領
秘
書
室
、
当
時
の
与
党
、
組
合
派

の
学
者
、
保
険
者
団
体
な
ど
が
組
合
方
式
を
支
持
し
、
農
民
団
体
、
市
民

団
体
、
当
時
の
野
党
、
統
合
派
の
学
者
が
統
合
に
賛
成
し
た
。

し
か
し
、
第
一
次
と
第
二
次
は
論
争
が
行
わ
れ
た
だ
け
で
、
結
局
統
合

は
実
現
し
な
か
っ
た
。
第
三
次
論
争
は
一
九
九
三
年
か
ら
九
九
年
に
か
け

て
行
わ
れ
た
。
第
二
次
論
争
の
終
結
後
も
、
医
療
保
険
統
合
を
求
め
る
農

民
運
動
・
市
民
運
動
は
続
い
た
。
一
九
九
○
年
代
に
入
り
地
域
医
療
保
険

に
お
い
て
、
組
合
間
の
財
政
力
の
格
差
、
農
漁
村
民
の
保
険
料
負
担
の
重

さ
な
ど
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
表
２
の
よ
う
に
、
地
域
財
政
支
出
に
対

す
る
国
庫
支
援
の
割
合
は
一
九
九
○
年
代
を
通
じ
て
抑
制
さ
れ
、
政
府
の

財
政
中
立
下
で
の
給
付
拡
大
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
統
合
が

必
要
だ
と
い
う
論
調
が
強
く
な
っ
た
。
リ
ス
ク
分
散
の
公
平
性
の
た
め
に

も
統
合
が
必
要
だ
と
さ
れ
た
。全
国
民
主
労
働
組
合
総
連
盟
（
民
主
労
総
）

傘
下
の
労
働
組
合
、
病
院
労
働
者
組
合
、
保
健
医
療
団
体
、
農
民
団
体
、

女
性
団
体
、
市
民
団
体
な
ど
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
「
医
療
保
険
統
合
一
元

化
お
よ
び
保
険
適
用
拡
大
の
た
め
の
汎
国
民
連
帯
会
議
」（
医
保
連
帯
会

議
）
が
統
合
を
強
く
主
張
し
、
論
争
を
主
導
し
て
い
っ
た
。
医
保
連
帯
会

議
に
よ
る
積
極
的
な
運
動
を
受
け
、
野
党
だ
け
で
な
く
、
与
党
も
統
合
案

を
提
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

結
局
、
金
泳
三
政
権
が
一
九
九
七
年
一
二
月
に
制
定
し
た
国
民
医
療
保

険
法
に
よ
り
、
一
九
九
八
年
一
○
月
に
第
一
次
の
統
合
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
時
は
公
務
員
・
私
立
学
校
教
職
員
医
療
保
険
お
よ
び
二
二
七
の
地
域
医

療
保
険
組
合
を
統
合
し
、
国
民
医
療
保
険
管
理
公
団
が
保
険
者
と
し
て
業

務
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
金
大
中
政
権
が
一
九
九
九
年
二
月
、
国
民
健
康

保
険
法
を
制
定
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
二
○
○
○
年
七
月
に
医
療
保
険
の

完
全
統
合
が
実
現
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
民
医
療
保
険
管
理
公
団
お
よ
び

一
三
九
の
職
場
組
合
が
統
合
さ
れ
た
。
保
険
者
が
国
民
健
康
保
険
公
団
一

つ
に
な
り
、
健
康
保
険
審
査
評
価
院
が
業
務
を
開
始
し
た
。

現
在
、
健
康
保
険
の
加
入
者
（
国
民
医
療
保
険
法
か
ら
国
民
健
康
保
険

法
に
移
行
し
た
際
に
、「
被
保
険
者
」
は
「
加
入
者
」
と
い
う
名
称
に
変

更
さ
れ
た
）
は
職
場
加
入
者
と
地
域
加
入
者
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
あ
ら

ゆ
る
事
業
所
の
勤
労
者
お
よ
び
事
業
主
と
公
務
員
お
よ
び
教
職
員
は
職
場

加
入
者
と
な
り
、
職
場
加
入
者
と
そ
の
被
扶
養
者
を
除
外
し
た
農
漁
村
の

住
民
、
都
市
自
営
業
者
な
ど
は
地
域
加
入
者
と
な
っ
た
。

1991 1995 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

一般会計国庫（A）
健康増進基金（B）

5,868 
－

7,553 
－

11,656 
－

15,529 
－

26,363 
－

25,747 
4,392 

27,792
6,446 

28,567
6,263 

27,695 
9,253 

地域財政支出（C） 11,219 23,122 44,065 49,523 68,299 70,525 74,370 77,019 81,844 

（A+B）/C、％ 52.3 32.7 26.4 31.4 38.6 42.7 
（36.5）

46.0 
（37.4）

45.2 
（37.1）

45.1
（33.8）

全体財政支出（D） 24,910 50,537 95,614 101,106 140,511 146,510 157,437 170,043 191,537 

（A+B）/D、％ 23.6 14.9 12.2 15.4 18.8 20.6 21.7 20.5 19.3

（出所）参考文献⑰およびチェ・ビョンホ韓国保健社会研究院研究委員へのインタビューより筆者作成。
（注）かっこ内は A/C。

表２　健康保険財政における国庫支援の位置� （単位：億ウォン）
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●
財
政
赤
字

以
上
、
沿
革
を
ま
と
め
た
が
、
以
下
で
は
韓
国
の
医
療
保
険
が
ど
の
よ

う
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
の
か
を
探
っ
て
み
た
い
。
ま
ず
、
問
題
と
し

て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
の
は
財
政
赤
字
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
財
政
赤
字
は

健
康
保
険
の
財
政
に
つ
い
て
で
あ
り
、
国
家
の
そ
れ
で
は
な
い
。

韓
国
の
健
康
保
険
は
、
一
九
九
五
年
ま
で
は
比
較
的
安
定
状
態
を
維
持

し
、
当
期
収
支
は
黒
字
で
あ
っ
た
が
、
表
３
の
よ
う
に
、
一
九
九
六
年
、

八
七
七
億
ウ
ォ
ン
に
上
る
当
期
収
支
の
赤
字
が
発
生
し
、
そ
の
後
も
赤
字

基
調
が
続
い
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
給
付
範
囲
の
拡
大
、
診
療
報
酬

の
引
き
上
げ
の
ほ
か
、
老
齢
人
口
の
増
加
に
と
も
な
う
慢
性
疾
患
の
増
加
、

医
療
技
術
の
発
展
と
所
得
の
向
上
に
よ
る
国
民
の
医
療
欲
求
の
増
加
な
ど

の
構
造
的
な
要
因
に
よ
り
、
支
出
が
収
入
よ
り
相
対
的
に
高
く
な
っ
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
二
○
○
○
年
の
統
合
直
後
、
健
康
保
険
の
財
政
は
急
速
に
悪
化

し
、
医
療
給
付
費
が
支
払
え
な
く
な
る
事
態
が
発
生
し
た
。
表
３
の
よ
う

に
、
そ
れ
ま
で
黒
字
を
保
っ
て
き
た
累
積
収
支
が
二
○
○
一
年
、
一
兆
八

一
○
九
億
ウ
ォ
ン
に
上
る
赤
字
を
計
上
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

統
合
過
程
に
お
け
る
保
険
者
の
管
理
運
営
能
力
の
低
下
が
保
険
料
徴
収
率

を
低
下
さ
せ
た
こ
と
、
職
域
間
の
統
合
の
際
、
公
務
員
・
私
立
学
校
教
職

員
医
療
保
険
の
公
団
の
保
険
料
率
に
合
わ
せ
る
形
で
職
場
組
合
の
保
険
料

率
を
従
来
よ
り
低
め
に
設
定
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
○
○

○
年
七
月
に
医
薬
分
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
大
き
い
。
医
療
関
係
団
体
が

医
薬
分
業
に
反
対
し
て
大
規
模
な
ス
ト
を
起
こ
し
、
そ
の
対
策
と
し
て
診

療
報
酬
と
薬
価
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
○
○
一
年
の
財
政
破
綻
の
後
、
政
府
は
保
険
料
引
き
上
げ
、
保
険
適

用
範
囲
の
縮
小
、
診
療
報
酬
の
凍
結
な
ど
様
々
な
政
策
を
実
施
し
た
。
二

○
○
二
年
一
月
に
は
、
国
庫
支
援
を
拡
大
す
る
こ
と
を
骨
子
と
す
る
国
民

健
康
保
険
財
政
健
全
化
特
別
法
を
制
定
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
表
３
の
よ

う
に
健
康
保
険
は
二
○
○
四
年
、
累
積
収
支
が
七
五
七
億
ウ
ォ
ン
の
黒
字

を
記
録
し
、
赤
字
か
ら
脱
出
し
た
。
し
か
し
、
前
述
し
た
赤
字
発
生
の
構

区分 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

計

収入（A） 63,255 72,967 78,491 86,923 95,294 116,423 138,903 168,231 185,722 203,325 

支出（B） 64,132 76,787 87,092 95,614 105,384 140,511 146,510 157,437 170,043 191,537 

当期収支 − 877 − 3,820 − 8,601 − 8,691 − 10,090 − 24,088 − 7,607 10,794 15,679 11,788 

収支率（B/A） 101.4 105.2 111.0 110.0 110.6 120.7 105.5 93.6 91.6 94.2 

累積収支 40,020 37,851 30,359 22,425 9,189 − 18,109 − 25,716 − 14,922 757 12,545 

地　

域

収入（A） 29,063 36,258 39,621 43,519 46,534 63,209 69,284 74,818 75,907 77,116 

支出（B） 30,485 36,135 41,193 46,802 49,523 68,299 70,525 74,370 77,019 81,844 

当期収支 − 1,422 123 − 1,572 − 3,283 − 2,989 − 5,090 − 1,241 448 − 1,112 − 4,728 

収支率（B/A） 104.9 99.7 104.0 107.5 106.4 108.1 101.8 99.4 101.5 106.1 

累積収支 8,141 8,850 7,278 3,995 364 − 6,700 − 7,941 − 7,493 − 8,605 − 13,333 

職　

場

収入（A） 27,038 28,806 30,378 31,229 31,659 53,214 69,619 93,413 109,815 126,209 

支出（B） 25,547 31,082 34,252 36,993 38,700 72,212 75,985 83,067 93,024 109,693 

当期収支 1,491 − 2,276 − 3,874 − 5,764 − 7,041 − 18,998 − 6,366 10,346 16,791 16,516 

収支率（B/A） 94.5 107.9 112.8 118.5 122.2 135.7 109.1 88.9 84.7 86.9

累積収支 26,075 25,029 22,312 17,305 8,359 − 11,409 − 17,775 − 7,429 9,362 25,878 

公　

教
（
注
）

収入（A） 7,154 7,903 8,509 12,175 12,823 ─ ─ ─ ─ ─

支出（B） 8,100 9,570 11,712 11,819 12,883 ─ ─ ─ ─ ─

当期収支 − 946 − 1,667 − 3,203 356 − 60 ─ ─ ─ ─ ─

収支率（B/A） 113.2 121.1 137.6 97.1 100.5 ─ ─ ─ ─ ─

累積収支 5,804 3,972 769 1,125 466 ─ ─ ─ ─ ─

表３　年度別健康保険財政現況� （単位：億ウォン、％）

（出所）参考文献⑭および⑮より筆者作成。
（注）公務員・私立学校教職員医療保険。



分
析
リ
ポ
ー
ト

韓
国
の
医
療
保
険
─
制
度
の
沿
革
と
問
題
点

造
的
要
因
な
ど
に
よ
り
、
健
康
保
険
財
政
は
不
安
定
な
状
態
に
あ
る
。

●
国
庫
支
援
の
経
緯

健
康
保
険
の
財
政
が
赤
字
か
ら
脱
出
し
た
要
因
と
し
て
は
、
国
庫
支
援

の
拡
大
が
大
き
い
。
韓
国
で
医
療
保
険
に
対
す
る
国
庫
支
援
が
導
入
さ
れ

た
経
緯
を
見
て
み
よ
う
。
地
域
医
療
保
険
を
設
計
し
た
当
初
か
ら
、
政
府

は
国
庫
支
援
を
す
る
こ
と
を
考
え
、
モ
デ
ル
事
業
を
七
年
間
実
施
し
た
結

果
、
管
理
運
営
費
の
み
な
ら
ず
保
険
給
付
支
出
に
対
し
て
も
国
庫
支
援
を

す
る
こ
と
を
決
め
た
。
一
九
八
八
年
、
農
漁
民
に
対
す
る
地
域
医
療
保
険

が
導
入
さ
れ
た
際
、
地
域
保
険
財
政
の
五
○
％
を
政
府
が
負
担
す
る
こ
と

を
約
束
し
た
。
負
担
能
力
が
低
い
農
漁
村
お
よ
び
都
市
地
域
の
自
営
業
者

が
適
用
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
、
職
場
加
入
者
の
場
合
保
険
料
の
五
○
％
を

事
業
主
が
負
担
し
て
い
た
た
め
、
こ
れ
に
当
た
る
金
額
を
政
府
が
負
担
す

る
こ
と
に
し
た
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

そ
の
後
、
医
療
保
険
の
統
合
に
よ
り
、
過
去
の
組
合
方
式
を
も
と
に
し

た
国
庫
支
援
の
方
式
は
変
更
さ
れ
た
。
し
か
し
、
二
○
○
○
年
七
月
に
施

行
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
法
に
よ
れ
ば
、
国
家
が
予
算
の
範
囲
内
で
地
域

加
入
者
に
対
す
る
保
険
料
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
規

定
し
て
い
る
。

国
庫
支
援
規
模
は
、
一
九
八
八
年
の
地
域
医
療
保
険
の
発
足
当
時
、
地

域
財
政
支
出
の
五
四
％
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
減
少
し
、
一
九
九
九
年
に

は
二
六
・
四
％
ま
で
下
落
し
た
。
二
○
○
一
年
の
財
政
危
機
を
受
け
て
、

二
○
○
二
年
に
国
民
健
康
保
険
財
政
健
全
化
特
別
法
が
制
定
・
施
行
さ
れ

た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
同
法
に
よ
り
健
康
保
険
に
対
す
る
国
庫

支
援
は
一
般
会
計
に
よ
る
支
援
の
み
な
ら
ず
、
タ
バ
コ
負
担
金
を
財
源
と

す
る
国
民
健
康
増
進
基
金
か
ら
の
支
援
に
拡
大
さ
れ
た
。
国
庫
支
援
は
地

域
保
険
財
政
の
五
○
％
を
占
め
、
こ
の
う
ち
三
五
％
は
一
般
会
計
か
ら
、

一
五
％
は
健
康
増
進
基
金
か
ら
支
出
さ
れ
る
（
こ
の
数
字
は
二
○
○
四
年

に
改
正
さ
れ
た
後
の
も
の
で
あ
る
）。
た
だ
し
、
健
康
増
進
基
金
の
具
体

的
な
適
用
対
象
は
、
地
域
加
入
者
と
、
職
場
加
入
者
お
よ
び
そ
の
被
扶
養

者
の
う
ち
六
五
歳
以
上
の
老
人
で
あ
り
、
地
域
加
入
者
の
み
な
ら
ず
、
職

場
加
入
者
に
も
適
用
さ
れ
る
。

国
庫
支
援
の
金
額
の
推
移
お
よ
び
総
支
出
に
対
す
る
割
合
は
表
２
の
通

り
で
あ
る
。
国
民
健
康
保
険
財
政
健
全
化
特
別
法
の
施
行
以
後
も
、
同
法

に
よ
る
規
定
で
あ
る
地
域
財
政
の
五
○
％
に
は
達
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ

は
、
保
険
料
と
給
付
額
を
や
や
低
め
に
見
積
も
り
、
国
庫
支
援
額
を
決
定

し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
全
体
の
財
政
支
出
に
対
す
る
割
合
は
、
一
九
九

○
年
代
に
下
落
し
た
が
、
近
年
、
二
○
％
ほ
ど
で
推
移
し
て
い
る
。

健
康
保
険
財
政
収
支
と
国
庫
支
援
率
の
関
係
を
見
て
み
る
と
、
国
庫
支

援
率
が
落
ち
る
と
財
政
収
支
が
悪
化
し
、
国
庫
支
援
が
増
加
す
れ
ば
健
康

保
険
財
政
収
支
が
良
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
国
庫
支
援
は
健
康
保
険

財
政
運
営
の
一
つ
の
軸
で
あ
り
、
国
庫
支
援
の
規
模
は
健
保
財
政
の
安
定

性
に
相
当
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。

健
康
保
険
財
政
健
全
化
特
別
法
は
二
○
○
六
年
一
二
月
三
一
日
に
終
了

す
る
時
限
法
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
続
措
置
と
し
て
、
二
○
○
六
年
一
二
月

二
二
日
、
国
会
で
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
案
が
可
決
さ
れ
た
。
国
庫
支

援
に
関
し
て
言
え
ば
、
国
民
健
康
保
険
財
政
健
全
化
特
別
法
の
よ
う
に
別

途
の
法
律
を
制
定
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
国
民
健
康
保
険
法
第
九
二
条

「
保
険
財
政
に
対
す
る
政
府
支
援
」
を
改
正
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容

は
、
当
該
年
度
保
険
料
予
想
収
入
額
の
一
四
／
一
○
○
に
相
当
す
る
金
額

を
国
庫
が
支
援
し
、
国
民
健
康
増
進
基
金
か
ら
は
六
／
一
○
○
を
支
援
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
二
○
○
七
年
一
月
一
日
か
ら
二
○
一
一
年
一
二

月
三
一
日
ま
で
施
行
さ
れ
る
予
定
の
時
限
立
法
で
あ
る
こ
と
が
、
付
則
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
法
律
に
よ
れ
ば
、
国
庫
は
加
入
者
お
よ
び
被

扶
養
者
に
対
す
る
保
険
給
付
、
健
康
保
険
事
業
に
対
す
る
運
営
費
、
保
険

料
軽
減
対
象
者
に
対
す
る
支
援
に
使
わ
れ
る
。
国
民
健
康
増
進
基
金
は
健

康
検
診
な
ど
健
康
増
進
に
関
す
る
事
業
、
加
入
者
お
よ
び
被
扶
養
者
の
喫

煙
に
よ
る
疾
病
に
対
す
る
保
険
給
付
、
加
入
者
お
よ
び
被
扶
養
者
の
う
ち

六
五
歳
以
上
の
老
人
に
対
す
る
保
険
給
付
に
使
わ
れ
る
。
地
域
と
職
場
の

区
分
を
な
く
す
と
い
う
点
が
、
以
前
は
主
と
し
て
地
域
保
険
に
し
か
国
庫

支
援
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
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●
低
負
担
・
低
給
付

財
政
赤
字
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
給
付
範
囲
の
拡
大
を
と
り
あ
げ
た

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ
保
険
の
給
付
率
は
充
分
で
は
な
い
。
韓
国
の
医

療
保
険
の
特
徴
は
「
低
負
担
・
低
給
付
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
全

国
民
が
医
療
保
険
に
カ
バ
ー
さ
れ
、
制
度
が
整
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
実
際
に
は
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
項
目
が
多
く
、
運
営
上
の
未
整
備

が
目
立
つ
の
で
あ
る
。

職
場
加
入
者
の
場
合
、
二
○
○
五
年
は
標
準
報
酬
月
額
の
四
・
三
一
％

を
保
険
料
と
し
て
徴
収
し
て
い
る
。
日
本
の
場
合
、
健
保
組
合
の
保
険
料

率
は
、
標
準
報
酬
月
額
の
三
○
／
一
○
○
○
か
ら
九
五
／
一
○
○
○
の
範

囲
内
で
組
合
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
政
府
管
掌
健
康
保
険

の
保
険
料
率
は
八
二
／
一
○
○
○
で
あ
り
、
組
合
管
掌
健
康
保
険
の
場
合
、

二
○
○
五
年
二
月
末
現
在
の
全
組
合
平
均
の
保
険
料
率
は
七
四
・
八
四
／

一
○
○
○
で
あ
る
。
被
保
険
者
と
事
業
主
が
折
半
で
負
担
す
る
の
は
日
本

も
韓
国
も
同
じ
で
あ
る
。
韓
国
の
ほ
う
が
低
い
水
準
で
あ
る
。

給
付
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
現
在
、
韓
国
の
法
定
の
本
人
負
担
率
は

入
院
治
療
費
の
二
○
％
、
外
来
診
療
費
の
二
○
〜
五
○
％
、
薬
剤
費
の
三

○
％
で
あ
る
。
し
か
し
、
韓
国
で
は
給
付
対
象
外
の
診
療
・
検
査
が
多
い

た
め
、
実
際
の
本
人
負
担
率
は
そ
れ
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は

給
付
対
象
で
あ
る
が
、
韓
国
で
は
給
付
対
象
外
で
あ
る
項
目
と
し
て
、
超

音
波
、
入
れ
歯
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
給
付
対
象
に
な
っ
て
い
る
項
目
で

も
一
定
の
基
準
を
超
過
す
る
場
合
は
、
給
付
対
象
か
ら
外
さ
れ
る
。
例
え

ば
、
肝
炎
に
使
う
ラ
ミ
ブ
デ
ィ
ン
は
二
年
間
し
か
給
付
が
認
定
さ
れ
な
い
。

韓
国
政
府
が
二
○
○
四
年
七
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
本
人
負
担
償
還
制

も
十
分
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
な
い
と
い
う
批
判
を
受
け
て
い
る
。
本
人

負
担
償
還
制
と
は
、
六
カ
月
間
で
、
本
人
が
負
担
す
る
診
療
費
用
が
三
○

○
万
ウ
ォ
ン
を
超
え
れ
ば
、
そ
れ
以
上
負
担
せ
ず
、
超
過
診
療
費
を
国
民

健
康
保
険
公
団
か
ら
出
す
よ
う
に
し
た
制
度
で
あ
る
。
診
療
費
の
範
囲
に

は
入
院
診
療
費
の
ほ
か
、
外
来
診
療
費
、
薬
剤
費
が
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、

健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
食
事
代
や
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
非
給
付
項
目

は
、
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
ま
た
、
疾
患
の
種
類
に
よ
り
、
保
険
が
適

用
さ
れ
な
い
非
給
付
項
目
が
多
い
。

こ
の
よ
う
に
、
保
障
性
の
強
化
が
韓
国
の
医
療
保
険
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
財
源
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
二
○
○

六
年
一
二
月
一
日
、
保
健
福
祉
部
健
康
保
険
政
策
審
議
委
員
会
は
、
二
○

○
七
年
度
の
健
康
保
険
料
を
六
・
五
％
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
保
険
料
が
地
域
加
入
者
の
場
合
、
月
平
均
五
万
二
○
八
ウ
ォ

ン
か
ら
五
万
三
四
七
二
ウ
ォ
ン
に
、
職
場
加
入
者
の
場
合
、
五
万
八
○
六

六
ウ
ォ
ン
か
ら
六
万
一
八
四
○
ウ
ォ
ン
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
財
政
赤
字
の
項
で
述
べ
た
構
造
的
な
要
因
に
加
え
て
、
診

療
報
酬
が
二
・
三
％
引
き
上
げ
ら
れ
、
タ
バ
コ
価
格
の
引
き
上
げ
が
で
き

な
く
な
り
、
健
康
増
進
基
金
の
財
源
で
あ
る
タ
バ
コ
負
担
金
の
確
保
が
難

し
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
二
○
○
七
年
度
、
健
康
保
険
財
政
は
赤

字
に
陥
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

●
職
場
加
入
者
と
地
域
加
入
者
の
公
平
性

財
政
統
合
後
も
、
職
場
加
入
者
と
地
域
加
入
者
で
は
、
異
な
る
保
険
料

賦
課
体
系
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
職
場
加
入
者
の
場
合
、
標
準
報
酬
月
額

に
保
険
料
率
を
か
け
て
算
定
し
て
い
る
。
一
方
、
地
域
加
入
者
の
場
合
は

所
得
形
態
が
多
様
で
把
握
が
難
し
い
た
め
、
所
得
・
財
産
、
生
活
水
準
な

ど
賦
課
要
素
別
点
数
を
も
と
に
計
算
し
て
い
る
。
職
場
加
入
者
と
地
域
加

入
者
の
間
の
公
平
性
の
問
題
は
、
統
合
時
の
争
点
で
あ
っ
た
が
、
統
合
後

も
そ
の
問
題
は
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

表
３
を
み
る
と
、
二
○
○
四
年
か
ら
職
場
加
入
者
の
健
康
保
険
財
政
の

累
積
収
支
が
黒
字
に
転
換
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
地
域
加

入
者
の
そ
れ
は
赤
字
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
地
域
加
入
者
の
ほ
う
が
多

く
の
国
庫
支
援
を
受
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
財
政
赤
字
は
地
域
加

入
者
の
ほ
う
が
深
刻
な
の
で
あ
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
日
本
も
そ
う

で
あ
る
が
、
一
般
に
地
域
加
入
者
の
ほ
う
が
、
所
得
が
低
く
、
病
気
に
な

り
や
す
い
、
す
な
わ
ち
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者
が
多
い
た
め
、
財
政
収
支

が
赤
字
に
な
り
や
す
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
赤
字
を
埋
め
る
た
め
、



分
析
リ
ポ
ー
ト

韓
国
の
医
療
保
険
─
制
度
の
沿
革
と
問
題
点

職
場
組
合
で
生
じ
た
黒
字
で
補
填
し
よ
う
と
い
う
こ
と
が
、
統
合
論
が
提

起
さ
れ
た
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

国
庫
支
援
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
際
、
職
場
加
入
者
か
ら
は
主
と
し
て

地
域
加
入
者
の
み
に
国
庫
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
不
公
平
だ
と
い
う

声
が
あ
が
っ
て
い
た
。
参
考
文
献
⑱
に
よ
れ
ば
、
二
○
○
○
年
の
職
場
加

入
者
の
ジ
ニ
係
数
は
○
・
三
六
二
七
で
、
地
域
加
入
者
の
そ
れ
は
○
・
四

二
二
六
と
、
職
場
加
入
者
よ
り
地
域
加
入
者
の
ほ
う
が
、
所
得
分
配
が
不

平
等
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
地
域
加
入
者
の
構
成
は
高
所
得
自
営
業
者
、

零
細
自
営
業
者
、
臨
時
お
よ
び
日
雇
い
労
働
者
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
職

場
加
入
者
に
比
べ
て
所
得
格
差
が
大
き
く
開
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
職
場

加
入
者
の
不
満
は
、
高
所
得
の
自
営
業
者
に
も
国
庫
が
支
援
さ
れ
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
低
所
得
の
職
場
加
入
者
に
は
支
援
さ
れ
な
い
と
い
う
点

に
も
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
職
場
加
入
者
と
地
域
加
入
者
の

区
別
な
く
、
一
律
に
当
該
年
度
保
険
料
予
想
収
入
額
の
二
○
％
を
国
庫
と

健
康
増
進
基
金
で
支
援
す
る
と
い
う
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
職

場
加
入
者
の
不
満
は
緩
和
さ
れ
た
。

ま
た
、
保
険
料
を
職
場
加
入
者
の
ほ
う
が
多
く
払
っ
て
い
る
と
い
う
不

満
が
あ
る
。
地
域
加
入
者
に
は
自
営
業
者
が
多
い
た
め
、
所
得
把
握
が
難

し
い
こ
と
も
、
所
得
が
ガ
ラ
ス
張
り
に
な
っ
て
い
る
職
場
加
入
者
の
不
満

の
一
因
で
あ
る
。
自
営
業
者
の
所
得
把
握
率
引
き
上
げ
の
た
め
の
多
様
な

政
策
の
開
発
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

●
死
角
地
帯

現
在
、
あ
ら
ゆ
る
国
民
が
国
民
健
康
保
険
か
「
医
療
給
与
」
の
ど
ち
ら

か
の
制
度
に
編
入
さ
れ
、
制
度
上
は
国
民
皆
保
険
が
実
現
し
て
い
る
。
し

か
し
、
実
際
に
は
、
保
険
の
適
用
を
受
け
ら
れ
な
い
死
角
地
帯
に
属
す
る

人
々
も
少
な
く
な
い
。

国
民
健
康
保
険
法
は
保
険
料
の
滞
納
回
数
が
三
回
以
上
の
場
合
、
保
険

給
付
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。
保
険
料
は
毎
月
一

回
徴
収
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
は
三
カ
月
以
上
滞
納
し
た
場
合
の
こ
と
を
指

す
と
い
え
る
。
表
４
に
よ
れ
ば
、
二
○
○
六
年
九
月
三
○
日
現
在
、
保
険

料
を
三
カ
月
以
上
滞
納
し
た
世
帯
は
一
四
一
万
世
帯
、
二
七
八
万
人
で
あ

る
。
職
場
加
入
者
よ
り
も
地
域
加
入
者
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
い
。
滞
納

者
の
例
と
し
て
は
、
住
民
登
録
法
上
の
職
権
抹
消
者
、
行
方
不
明
者
、
野

宿
者
や
、
事
業
主
の
意
図
的
な
勤
労
者
登
録
忌
避
な
ど
の
理
由
で
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
な
い
人
々
が
あ
げ
ら
れ
る
。

最
近
の
韓
国
で
は
、
貧
富
の
格
差
の
拡
大
を
意
味
す
る
「
両
極
化
」
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
失
業
率
は
、
一
九
九
八
年
の
七
・
○
％
、
一
九
九

九
年
の
六
・
三
％
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
二
○
○
三
年
三
・
六
％
、

二
○
○
四
年
三
・
七
％
、
二
○
○
五
年
三
・
七
％
と
漸
増
し
て
い
る
。
韓

国
の
失
業
率
が
長
ら
く
二
％
台
で
推
移
し
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
高

い
数
値
だ
と
い
え
る
。
非
正
規
労
働
者
も
増
え
て
い
る
。
所
得
が
生
計
を

立
て
る
の
に
不
十
分
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
的
に
み
る
と
一
定
所

得
や
財
産
が
あ
り
、
扶
養
家
族
が
い
て
、「
医
療
給
与
」
対
象
者
に
転
換

さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
次
上
位
階
層
が
こ
う
し
た
死
角
地
帯
に
陥
る
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
保
険
料
納
付
能
力
が
な
い
生
計
型
滞
納
世
帯
に
対
し
て
は
、

保
険
料
の
支
払
い
が
免
除
さ
れ
る
制
度
も
あ
る
。
二
○
○
三
年
一
一
月
に

一
万
二
○
○
○
世
帯
、
二
○
○
四
年
三
月
に
は
八
万
七
○
○
○
世
帯
が
免

除
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
日
本
よ
り
免
除
条
件
は
厳
し
く
、
対
策

と
し
て
は
、
こ
う
し
た
免
除
基
準
の
緩
和
や
保
険
対
象
か
ら
外
さ
れ
る
ま

で
の
滞
納
期
間
の
延
長
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

●
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

韓
国
の
社
会
保
障
は
、
制
度
の
整
備
が
遅
れ
て
い
た
が
、
医
療
保
険
は

比
較
的
早
く
制
度
が
導
入
さ
れ
、
四
大
社
会
保
険
の
中
で
最
も
早
く
皆
保

険
を
達
成
し
た
。
統
合
に
よ
り
保
険
者
を
単
一
化
し
、
リ
ス
ク
分
散
の
公

平
性
を
図
り
、
組
合
間
の
財
政
格
差
の
是
正
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、

日
本
と
は
異
な
る
シ
ス
テ
ム
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
制
度
面
で
は
整
え
ら
れ
た
も
の
の
、
運
用
面
で
は
様
々
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
。
保
障
性
の
強
化
が
韓
国
の
医
療
保
険
の
課
題
で
あ
る

が
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
と
医
療
技
術
の
発
展
に
よ
る
医
療
支
出
の
増
加

区分 世帯 人数

地域 1,400,432 2,745,053

職場 13,625 31,459

合計 1,414,057 2,776,512

表４　保険料３カ月以上滞納者現況

（出所）国民健康保険公団。
（注）2006 年９月 30 日現在。
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な
ど
、
健
康
保
険
財
政
は
構
造
的
に
赤
字
に
陥
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

健
康
保
険
財
政
を
黒
字
に
す
る
た
め
に
は
保
険
料
の
引
き
上
げ
や
、
診
療

費
支
払
い
体
系
の
合
理
的
改
変
、
国
庫
支
援
の
拡
大
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
に
対
し
て
は
、
国
民
の
反
発
が
根
強
い
。

診
療
費
支
払
い
体
系
の
改
変
に
対
し
て
は
、
医
療
関
係
者
の
反
対
が
強
い
。

景
気
低
迷
に
よ
る
国
家
財
政
の
悪
化
に
よ
り
、
国
庫
支
援
の
拡
大
も
簡
単

で
は
な
い
。
韓
国
の
国
家
債
務
は
二
○
○
五
年
末
二
四
八
兆
ウ
ォ
ン
と
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
比
率
は
三
○
・
七
％
に
達
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
統
合

の
課
題
で
あ
っ
た
職
場
加
入
者
と
地
域
加
入
者
の
間
の
公
平
性
も
解
決
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
国
民
皆
保
険
が
実
現
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

死
角
地
帯
が
依
然
と
し
て
存
在
す
る
。

日
本
で
は
、
財
政
制
約
の
下
で
社
会
保
障
制
度
の
見
直
し
が
進
ん
で
い

る
。
一
方
、
韓
国
は
社
会
保
障
制
度
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
と
見

直
そ
う
と
い
う
動
き
が
並
存
し
て
い
る
。
財
政
制
約
に
直
面
し
て
い
る
こ

と
で
は
両
国
と
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
下
で
ど
の
よ
う
に
制
度
の
内
実
化

を
図
る
か
は
、
医
療
保
険
の
み
な
ら
ず
、
韓
国
の
社
会
保
障
が
直
面
す
る

課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
い
し
ざ
き　

な
お
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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